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1

【障害者計画について】
「ひとにやさしいまちづくりの推進」「バリアフリー」
に関して・・・　○自治体の施設（シビックホール）
は施設内に「エレベーター/エスカレーター」の設
備がない！！透析後にホール３Ｆ席に行く際、血
圧が下がって倒れそうだった！！建設系計画に
障害者向き設備を考えないのは、「差別」。障害
者・弱者はホールに出向かないと思っているの
か？＊これは文京区に限らず、おそらく全国の市
民会館etcに当てはまる。

2

【福祉センターの計画が含まれていないことにつ
いて】
現在協議会で検討中とは言え、中間のまとめに
検討経過だけでものせるべきだと思います。五中
の跡地が有力候補になっていると聞きましたが、
現地は急坂の途中に立地し、バリアフリーに反し
ます。また全国津々浦々一定間隔で設置すべき
公立学校と異なり、センター機能をもつ教育・福
祉センターは、誰にとってもアクセスのよい中央
付近に設置するべきです。そういう意味で、かの
地は公立中学として意義がある地でした。安易に
統合廃止して跡地まで安易に福祉センターに充
てるという利用者無視の発想には納得できませ
ん。多くの反対を押し切った五中廃止前轍を踏ま
ぬよう区民の声を広く聴いてください。検討協議
会には、全区的なセンターにも拘らず、２町会し
か参加していないそうで、全区民の意見を聞くべ
きです。

3

【身体障害者の雇用促進について】
外部にはたらきかけることは、とても重要だと思
う。しかし、それだけではなく、区自身も職員定数
を増やし、「雇用主」としての役割を担うべきであ
る。最近、労働者の「首切り」が増えているので、
労働行政機関や保護部門とよく連携し、「門前払
い」や「水際作戦」などが発生しないよう努めてほ
しい。

4
障害者計画の中心には自立支援の応益負担の
考えを据えるべきではない。国へも見直し、廃止
を求めていくべきだ。

中間のまとめに係る区民意見に対する区の考え方（障害者計画）

１　パブリック・コメント

区の考え方

文京シビックホールは、複合施設であるシビック
センターに併設されています。エレベーターの設
置については、シビックセンターの建築計画の中
で検討しております。ご指摘のシビックホール３階
席（ホール２階席）へは、シビックセンター正面エ
ントランスのエレベーターをご使用いただけます。
また、ホール客席については、車椅子で走行可
能な１階席中央に車椅子席を設置するなど障害
者の方に配慮した施設としております。
エレベーターのご使用については、主催者等に
申し出ていただければご案内させていただきま
す。

計画には、「福祉センターの建て替え」という項目
はありませんが、建て替えに伴う機能面の充実
など、該当事業の中で記載しています。
ご指摘の「協議会」は、昨年６月より開始し、現
在、建て替え地と施設内容等の基本的な考え方
について、広範な検討を行っていただいておりま
す。この中で、建て替え地については、実現可能
な候補地に絞り込んだ上で検討いただいている
ものです。
なお、協議会は学識経験者、地域の代表、福祉
センター利用者の保護者、学校関係者及び公募
委員等の２３人で構成され、この中には、礫川、
大塚、音羽の各地区町会連合会からの代表がそ
れぞれ２人参画されております。

文京区ではこれまでも障害者雇用を進めており、
区役所における障害者雇用は法定雇用率を上
回っております。
区内における障害者の雇用の促進につきまして
は、区内障害者通所施設や特別支援学校、飯田
橋公共職業安定所などで構成される文京区障害
者就労支援連絡会議を始めとして、関係諸機関
との連携を更に強化し、身近な企業で障害者の
方が就労できるように支援してまいります。

障害者自立支援法は、サービスの量に応じた利
用者負担を原則とする、応益負担制度を導入し
たものです。
利用者負担上限額の設定には、低所得の方等
への様々な軽減策等、十分な配慮がなされてき
ておりますが、応益負担制度につきましては、国
において十分議論すべき問題と考えています。
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意見要旨

1

①地域自立支援協議会はどのような運営を行っ
ているのか。
②自立支援協議会の傍聴はできるのか。
③自立支援協議会は、どのようにいかされている
のか。

2

①団子坂の歩道が狭いし危ない。何とかしてほし
い。
②住宅のバリアフリー化を進めてほしい。
③計画づくりなどにあたっては、障害者の声を聞
いてほしい。

区の考え方

①学識経験者や区内の施設、相談支援事業者
等をメンバーとして、協議会を発足しました。協議
会の下に、相談支援部会、権利擁護部会、就労
支援部会を設け、協議していく予定です。現在
は、相談支援部会において、各事業者から困難
事例を持ち寄って事例検討を行っているところで
す。
②自立支援協議会での議論には、相談支援の具
体的な事例など個人情報が含まれるため、非公
開としています。
③困難事例の課題などを共有化し、事例解決に
向けた、ネットワークづくりを構築していきたいと
考えています。

①文京区は坂も多く、歩道も狭いところが少なく
ありません。障害者の方が生活をするには厳しい
ものがありますが、一歩ずつ道のバリアフリー化
を進めていきたいと考えています。
②住宅のバリアフリー化については、要綱に基づ
いたお願いをしています。共同住宅についてもバ
リアフリー化が進んできていると思います。今後
も、整備に取り組んでいきたいと考えています。
③地推協でも障害者団体の方を委員として迎え、
意見を聴いています。今後とも機会をみつけて意
見を聴いていきたいと考えています。

２　区民説明会
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